
取組の背景
◆H27.9関東・東北豪雨災害やH28.8北海道・東北豪雨
災害など、近年、水害被害が激甚化傾向にある

◆水防災意識社会の再構築により“逃げ遅れゼロ”、
“社会経済被害の最小化”の実現を目指すための取
組みが進められている

◆水防災教育による正しい知識習得により、地域の防
災力向上が求められている

○小学生を対象とした水防災教育の実施に向けて

H27.9 関東・東北豪雨

防災・河川環境教育の充実に係る
取組みの強化（通知）（H27.11）※1

水防災意識社会再構築ビジョンの
策定（H27.12.11）

H28.8 北海道・東北地方での氾濫

国土交通省 文部科学省

「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画
（H29.6.20）

（主な取組み）
・水防法に基づく協議会の設置
・水害対応タイムラインの作成促進
・水害危険性の周知促進
・要配慮者利用施設における避難体制構築への支援
・防災教育の促進

水防法等の一部を改正する法律
（H29.6.19施行）

図：水防災教育の位置付け

京浜河川事務所管内
減災対策専門部会の設立

連携

教育現場における課題認識
◆教職員自身が水防災教育を受けておらず、資料作
成の時間、知識、ノウハウがない

◆教育現場では、水防災教育を実施できる教材の提
供が望まれている
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水防法の改正・緊急行動計画の内容を踏まえて、
上記※1・2を再通知 （H29.11）

◆水防災教育に関する支援と
して、教育現場で活用可能
な支援資料（ツール）を作成

◆水防災に関する授業を充
実させることで、一人一人
の防災意識の向上を図る 地域の防災意識の向上
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事前に調べた内容を
指導することで、知識が定着

授業による
知識の習得

子供と一緒に宿題に取組むことで、関心を深める

京浜事務所管内
取組方針の作成
（4ブロックごとに作成）
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教科 学年 学習指導要領キーワード 教科 学年 学習指導要領キーワード

生活 １～２年生
・通学路の様子やその安全を守っている人々
・安全な登下校

・雨水の行方と地面の様子
・気象現象

・地理的環境
・地域の安全を守るための諸活動

・雨水の行方と地面の様子
・高い場所から低い場所へと流れて集まる

・身近な地域
・市の様子
・市の地形や土地利用

・天気や自然界の水の様子

・緊急時への備えや対応
・流れる水の働き
・気象現象

・市や人々の生活の様子

・流れる水には，土地を侵食
・上流と下流
・雨の降り方
・増水により土地の様子が大きく変化

・土地利用や人口
・流れる水の働き
・流れる水の働きと土地の変化との関係

・都道府県の地理的環境の特色
・自然災害から地域の安全を守るための諸活動

・雲の様子
・気象情報
・天気の変化は，雲の量や動きと関係
・気象情報を用いて予想
・天気の変化や台風と降雨との関係及びそれに伴う自然災害

・県の地理的環境 ・土地のつくりと変化
・地理的環境の特色 ・流れる水の働き

・自然災害に対し，様々な協力をして対処してきたこと
・今後想定される災害に対し，様々な備え
・防災情報の発信
・避難体制の確保などの働き

総合
・情報
・現代的な諸課題に対応する横断的・総合的な課題
・地域や学校の特色に応じた課題

・災害から人々を守る活動
・防災情報の発信
・避難体制の確保などの働き
・地域で起こり得る災害
・日頃から必要な備え

総合 ・情報や情報手段を主体的に選択し活用

・特色ある地域の位置や自然環境 特別活動 ・災害等から身を守り安全に行動する
・国土の地理的環境の特色
・国土の地形や気候
・地形や気候
・情報通信技術の活用
・情報の種類，情報の活用の仕方
・自然災害は国土の自然条件などと関連して発生
・様々な対策や事業
・災害の種類や発生の位置や時期，防災対策

６年生 ・自然災害からの復旧や復興

理科

４年生

５年生

６年生

共通

３年生

社会

５年生

４年生

○取組の進め方

◆本年度の京浜河川事務所における取組として、小学校を対象とした水防災教育の支援を予定しており
、 モデル校との意見交換を踏まえ、水防災に関する支援資料（ツール）の作成を行う。
◆支援資料（ツール）は、平成32年4月1日より施行される、新学習指導要領を踏まえた内容とし、
指導の対象は、水防災に関する内容が充実し、理解力の高い４・５年生の理科・社会を想定している。

指導の対象

・新学習指導要領における水防災に関する内容は、４・５年生の理科
・社会での記載が多くなっている。

表 水防災に関するキーワード

各学校への
支援資料
（ツール）
の提供

支援資料（ツール）を
活用した授業実施

支援資料（ツール）案
に対する意見交換

支
援
資
料
（ツ
ー
ル
）

（案
）の
作
成

モデル校モデル校京浜河川事務所京浜河川事務所

意見交換
フィードバック

支援資料（ツール）案の作成方針の確認

【モデル校の位置付け】

試行授業の実施
課題の把握
フィードバック

《平成30年度の取組》
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○モデル校ごとの取組み概要

◆ブロックごとにモデル校を選定し、水防災教育に対するニーズを把握するためにヒアリングを実施した。
また、授業において資料を活用する上での課題を把握するために、試行授業も実施した。

◆ヒアリング及び試行授業の調整状況を踏まえ、東小田小学校及び平山小学校の試行授業資料作成・
試行授業を先行し、砧南小学校は東小田小学校の教材を参考に資料を作成した。

【モデル校の位置付け】
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川崎市立東小田小学校川崎市立東小田小学校

日野市立平山小学校日野市立平山小学校

世田谷区立砧南小学校世田谷区立砧南小学校

神奈川県教育委員会神奈川県教育委員会

水
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災
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援
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料
の
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成
方
針
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

東小田小版資料に
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業
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施
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支援資料（案）に
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案
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成

支援資料（案）に
関するヒアリング

平山小版
資料の作成

砧南小版
資料の作成
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ニーズの把握
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■現状の水防災教育の取組み状況を踏まえ、小学４年生及び小学５年生を対象とした教材を作成する。
【小学４年生】
“自分の身は自分で守る”という意識を持ってもらうために、地域の水害を知り、大雨時には1人1人が目
標を持って行動する意識づけを行う教材とする。
【小学５年生】

理科・社会で基礎的な知識を学び、総合学習の時間にそれらの習得内容を発展させ、主体性を持って
実際に取り組んでもらうための教材を作成する。また、学んだことを発信する能力を育成する。
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【小学４年生】
○社会
・地域の水害
・日頃からの備え 等

【小学５年生】
○社会
・国土の水害
・国土の地形・気候
・防災情報
・防災対策 等
○理科
・流れる水のはたらき
・天気の変化
・気象情報
・川の水位変化 等

【学活（１コマ）】
◆地震・火災に加え、地域の水害危険性についても学習し、いつもと違う天気の時
は、川のそばには近づかない、早めに家に帰ることを学習する。
⇒京浜河川事務所にて保有する水害写真、映像等を活用した教材

【総合学習（２コマ）】
◆学校、自宅周辺において、“どこが危険で”、“いつ”、“どこに逃げることがよい
か”を学習する。また、それらの情報を家庭で共有できる工夫を行う。
①地域の水害危険性と安全な避難場所を学習する（１コマ）
⇒過去の水害写真、映像と地域の洪水ハザードマップを活用した教材
⇒ハザードマップの浸水深を自分の身長と比較し、学習する教材

②防災情報の内容及び入手手段を知る（１コマ）
⇒雨の強さと防災情報について学習する教材（降雨体験車の活用等）
⇒防災情報の入手手段を学習する教材（地デジボタン、ライブカメラ等）
⇒防災メールや災害伝言ダイヤルを家族と使ってみる教材

参加体験型の簡易な土砂流下実験

○東小田小学校における水防災教材作成方針
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○東小田小学校：作成教材（一例）
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○平山小学校：試行授業の概要
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• 日 時 ：平成３１年１月３１日（木）４時間目（総合学習）
• 学習内容 ：「地域の地形・水害特性を学ぶ」授業で、各班に分かれて学校周辺のハザー

ドマップや浸水想定区域図により、洪水が起きた時にどこに水が溜まるのか、どこに避難
すれば良いのかを学習しました。

試行授業を振り返って

生徒が住んでいる地域についての支援資料を作成し、授業で使用することで、自分事とし
て捉えてもらうことができました。その結果、授業終了後も生徒による質問がありました。

先生による授業の説明 各班での避難場所の確認

各班での浸水深の確認 授業後の生徒の個別質問

２月１日（金）「水防災学
習」として放映されました。

●５年１組の授業の様子が
J:COMで放送されました



○砧南小学校：試行授業の概要
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小学５年生の理科の授業において、模型により流れる水のはたらき学習。

流れる水のはたらきを学んだあと、洪水から身を守るためにどの様に対応すべきかを関
連づけた。

試行授業実施にあたり、東京都及び世田谷区より提供頂いた野川の画像や多摩川の出
水等の写真を用い、地域の出来事を自分事として考えて貰える様な資料を提供。

水のはたらきを模型実験で確認 模型実験後、洪水時の行動について関連づけ



○防災教育の今後の方針

今回作成した支援資料やコンテンツは、協議会を通じて各自治体に提供予定
であるが、教育現場の実情にあった提供方法について、各協議会構成員に
検討頂く。

関東地整では自然災害体験車及び降雨体験車を所有しており、これら車両を
使った防災教育支援や出前講座についても、要望に応じて実施していく。
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○防災教育実施にあたっての提案①

防災教育をより効果的に実施して頂くために、京浜河川としても下記について提案す
ることを考えている。
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降雨体験車と国交省職員による授業
降雨体験車による災害が発生する雨の
強さを体験
国交省職員による国交省の仕事、防災、
防災にかける想い等

教職員に対する出前講座
水防災教育を実施するにあたり、教職員
に対する水防災関する知識習得を目的
とした講習会の開催
作成した教材に関する情報提供等

狛江市防災講座での講演
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○防災教育実施にあたっての提案②

今年度作成した『水防災教材』を今後、流域内の小学校に展開していくには、神奈川
県教育委員会のヒアリングより、減災対策協議会の出席自治体の首長へ情報提供に
よる市町村教育委員会への周知が有効と考えられる。

しかし、市教育委員会も多忙であると想定されるため、負担軽減を考慮した効果的な
周知を行う。⇒（本協議会において、別途モデル校の教材資料を配布）

13

水防災教育の実施（モデル校による検討）

１．逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

国

都道
府県

市区
町村
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任意団体
（小学校教育研究会・校長会）

小学校・中学校

国土交通省文部科学省

市区町村

大学等の教育研究機関

通達

周知

都道府県
教育委員会

市区町村
教育委員会
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供
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免許更新時に講習
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情報提供
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『水防災教育の展開イメージ』


